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平和公園西地区の基本方針（案） 

ゾーニングとゾーン別整備方針（案） 

歩行者動線計画（案） 



 

 

１．平和公園⻄地区の基本方針（案） 
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『平和を感じ、交流するゾーン』 

 

①多様なニーズに応じた、平和を発信するスポーツ環境の創出 
 ●⻑崎南北幹線道路の整備を契機として、スポーツ施設の再配置

を図るとともに、多様なニーズに応じたスポーツやイベント等
を通じ、平和を発信する空間を形成します。 

 
 
②市⺠に⾝近で、平和の尊さを感じられる憩いの空間の形成 
 ●市⺠が日常的に集い・安らげる居⼼地の良い空間、⽔や緑とふ

れあえる空間、安全・安⼼を支える防災⼒を備えた空間など、
日々の生活の中で平和の尊さを感じられる空間を形成します。 

 
 
③⻑崎の新たな玄関口としての機能強化 
 ●⻑崎南北幹線道路の整備により設置される（仮称）松山 IC か

らの来訪者を迎え入れる機能を強化するとともに、東地区と旧
城山国⺠学校校舎とを結ぶ象徴的な空間を形成し、円滑な移動
を確保します。 

 
④連携と調和による機能的、魅⼒的な空間の形成 
 ●周辺施設等との機能面や空間面などでの連携による公園とし

ての機能向上や、景観的な調和により魅⼒的な空間を形成しま
す。 

 
 
⑤効率的で効果的な施設整備と管理運営 
 ●官⺠連携⼿法や ICT の活用などにより、効率的で効果的な施設整

備と、市⺠参加を促しながら、将来にわたり持続可能な管理運営
を⾏います。 

 

『平和を感じ、交流するゾーン』 
 

①多様なニーズに応じた、平和を実感するスポーツ環境の創出 
 ●平和公園開設当初からのスポーツゾーンのコンセプトを引き

続き維持し、多様なニーズに応じたスポーツやイベント等を通
じて愉しみ、平和を実感するスポーツ環境を創出します。 

 
 
②市⺠に⾝近で、平和の尊さを感じられる憩いの空間の形成 
 ●市⺠が日常的に集い・安らげる居⼼地の良い空間、⽔や緑とふ

れあえる空間、安全・安⼼を支える防災⼒を備えた空間、景観
的に調和がとれた空間など、日々の生活の中で平和の尊さを感
じられる空間を形成します。 

 
③⻑崎の新たな玄関口としての機能強化 
 ●⻑崎南北幹線道路の整備により設置される（仮称）松山 IC か

らの来訪者を迎え入れる機能を強化します。 
 
 
 
④平和を伝える機能向上の動線形成 
 ●⻄地区における地域の歴史を伝える場をつくり、浦上川（⽔辺

空間）、東地区、旧城山国⺠学校校舎につなげる動線を形成し
ます。 

 
 
⑤効率的で効果的な施設整備と管理運営 
 ●官⺠連携⼿法や ICT の活用などにより、効率的で効果的な施設整

備と、市⺠参加を促しながら、将来にわたり持続可能な管理運営
を⾏います。 
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２．ゾーニングとゾーン別整備方針（案） 

 ゾーン別整備方針では、各ゾーンの整備コンセプトと、具体的な整備の方向性を示しています。 

 

 

 

 

 

 

●Ｉゾーン 

東地区と西地区とをつなぐゲート空間 

・東⻄地区をつなぐ安全・快適な歩⾏者動線や交差点
隅切り部におけるたまり空間確保の確保検討形成 

・増加が⾒込まれる⾃動⾞交通に対応した交通処理機
能確保の検討 

 

●Ｆゾーン 

水辺と道路高架下を活用した多目的な空間 

・⽔辺と連携した憩い空間の形成（Ｂゾーンとも連携） 
・新たなスポーツ空間の創出高架下を活用した歩⾏者動線の確保 
・南端部における眺望点や親⽔空間の形成浦上川の歴史（原爆・⽔

害）を実感できる空間の形成 
・高架道路沿いの連続した緑化 

 

●Ａゾーン 

既存の大規模スポーツ施設等を活用する空間 

・既存の大規模スポーツ施設、ペデストリア
ンデッキ、地下駐⾞場の存置活用 

・周辺ゾーンとの連携・調和 

●Ｇゾーン 

既存のスポーツ施設を活用する空間 

・道路整備に支障とならない施設は存置活用 
・周辺ゾーンとの連携・調和 

●Ｈゾーン 

緑に囲まれたスポーツ環境を創出する空間 

・道路整備に支障となるスポーツ施設（弓
道場、庭球場）の再配置 

・下の川沿いの連続した緑化 
 

●Ｄゾーン 

交流・賑わいを創出する空間 

・緑陰にあふれ、市⺠が⾝近に休息憩や散策歩、軽運動などを楽しめ、
災害時の避難場所ともなり得る空間の形成 

・イベントや災害時の避難場所にも対応できるオープンスペースの確保 
・C ゾーンとの連携を意識した、平和を実感できる空間の形成 

●Ｂゾーン 

道路高架下を活用した多目的な空間 

・時代の多様なニーズに対応する多目的な空間とし
て活用（スポーツ、⼩広場、遊戯広場、駐⾞場、
駐輪場など） 

・浦上川沿いの親⽔護岸を活かし、⽔辺と連携した
憩い空間の形成（EF ゾーンとも連携） 

・高架道路を取り囲むような緑量ある緑地帯の形成 
 

Ｉゾーン 

Ａゾーン 

Ｇゾーン 
H ゾーン Ｂゾーン 

●Ｃゾーン 

平和を感じ新たなつながりを象徴するエントランス空間 

・平和発信機能の導入検討による（平和を伝える場）の形成 
・ゆとりある歩⾏空間と緑化（並⽊・花壇等）による象徴的な通り

の形成 
・増加が⾒込まれる⾃動⾞交通に対応した交通処理機能の確保検討 
・周辺ゾーンへのシームレスな空間の形成 
・官⺠連携による賑わいを創出する来園者への利便施設（飲⾷・情

報発信機能等）の導入検討 

Ｃゾーン 
Ｄゾーン 

E ゾーン 

●E ゾーン 

周辺機能と調和したスポーツ環境を創出する空間 

・道路整備に支障となるスポーツ施設（市⺠総合プール）の再配置 
・稲佐山への眺望に配慮した施設整備 
・緑化や景観的な配慮による圧迫感の軽減 
・市⺠の散歩やジョギングの空間形成と安全・安⼼の確保 

 

●各ゾーンにおける基本方針（案）の対応表 A B C D E F G H I J 
① 多様なニーズに応じた、平和を実感するスポーツ環境の創出 ◎ ◎ － － ◎ － ◎ ◎ － － 
② 市⺠に⾝近で、平和の尊さを感じられる空間の形成 － 〇 ◎ ◎ － ◎ － － － － 
③ ⻑崎の新たな玄関口としての機能強化 － － ◎ － － － － － － － 
④ 平和を伝える機能向上の動線形成 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － 
⑤ 効率的で効果的な施設整備と管理運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 

 

旧城⼭国⺠学校校舎 

城山⼩学校 

活⽔中学校 
活⽔高等学校 

原爆落下 
中心地 

⻑崎南北幹線道路 

旧鎮⻄学院 

●J ゾーン 

鉄道高架下を活用した多機能な空間 

・公園維持管理のバックヤードや災害時の備蓄倉庫など、多
機能な空間として活用 

※公園内の余剰空間で機能を確保できる場合は公園内を優先 

２ 



 

 

３．歩⾏者動線計画（案） 

 
 電車・バスの公共交通機関や松山町市営駐車場からの連続性を踏まえ、目的別に歩行者動線を分けるなど西地区全体を安全・安心に移動できる歩行者動線ネットワークをサイン等により形成します。 

 Ｃゾーンに、西地区における歴史を伝える場をつくり、浦上川（水辺空間）、東地区、旧城山国民学校校舎につなげる動線をサイン等により形成します。 

 Ｃゾーン（市道松山町線）は、ゆとりある歩行空間や周辺ゾーンへのシームレスな動線を確保します。 

 浦上川左岸には、憩い、地区の歴史を知るための水辺休憩広場を確保し、浦上川と稲佐山を望む眺望点とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

松山町駐車場（地下）

Ｆゾーン 

Ｇゾーン
Ｈゾーン

Ｂゾーン
Ｅゾーン

Ｄゾーン 

Ａゾーン

凡例 
 歩行者動線（アクセス） 
 歩行者動線（歴史を知り平和を考えるルート） 
 歩行者動線（憩い・お散歩のルート） 
 歩行者動線（ジョギング・ウオーキング） 
 上下移動（階段） 
 上下移動（階段・EV） 
 水辺休憩広場 

 

Ｉゾーン 

Ｃゾーン

旧城⼭国⺠学校校舎 旧鎮⻄学院 

中心地地区 
原爆資料館 

祈念像地区 

城
栄

橋
 

� 

� 

浦上天主堂 
浦上天主堂旧鐘楼 

３ 


